
※太枠の中をご記入ください。

申請部門 一般部門

※プルダウンから選んでください

【１】事前相談について
（１）市民活動サポートセンターコーディネーターへの事前相談

コーディネーター名 中田
事前相談日時 令和6年5月1日 11時から12時
申請可能と言われた日時 令和6年5月1日 12時

※複数回相談した場合、全てご記入ください
（２）協働を希望する課への事前相談 ※学生・高校生部門は不要です

協働希望課名 文化財保護課
事前相談日時 令和6年5月13日9時30分から10時40分
申請可能と言われた日時 令和6年5月13日10時40分

※複数回相談した場合、全てご記入ください

【２】応募要件について
該当する部門の応募要件の□内に、〇を記載してください。（プルダウンになっています）

該当の部門 要件内容

全部門共通 ５名以上で構成し、主に金沢市内で活動し、今後も活動を予定している団体である。 〇

全部門共通 営利活動、宗教・政治活動を目的としていない。 〇

全部門共通 申請事業について、国、地方公共団体又はこれらに準ずる団体から助成を受けていない。 〇

全部門共通 既に地域や団体が実施している事業そのものではない。 〇

一般部門、団体連携部門 運営に関する規約等があり、１年以上の活動実績を持っている。 〇

スタート、一般、団体連携 翌年３月31日までに事業を完了できる。 〇

学生・高校生部門 翌年２月28日までに事業を完了できる。

スタート部門 事業内容にかかわらず、この部門で過去に採択された団体ではない。

スタート部門 法人格を取得しておらず、かつ設立から３年以内の団体である。

一般部門、団体連携部門 昨年度採用されていない事業である。 〇

一般部門、団体連携部門 事業内容にかかわらず、この部門で過去２回以上採択された団体ではない。 〇

令和６年度 協働のまちづくりチャレンジ事業申請書



【３】申請者について
団体の名称 金沢城・兼六園研究会
団体名称のフリガナ カナザワジョウ・ケンロクエンケンキュウカイ
代表者 木下一夫

役職名 会長
氏名（フリガナ） 木下一夫 (キノシタカズオ）
団体の所在地
電話番号
FAX番号
メールアドレス

構成員 計 112 名
（内訳） （１）市内関係者 86 名 （２）その他 26 名

設立年月日 平成 3 年 6 月 1 日 （設立 34 年目）

設立の目的

当研究会は、「金沢城・兼六園を愛し、その魅力を学び・伝えること」を目的にした市民
ボランティア団体として平成3年6月設立された。会員相互の親睦を図り、金沢城・兼六園等
文化財に関する事項の学習と普及の事業を行うことによって、地域・生活文化の振興に貢献
する活動を行っている。

活動概要と団体のPR

① 学びの活動 令和５年度は外部講師を招いての講演会２回、観察会1回、愛本橋と十二
貫野用水(富山県）への研修旅行、西田家庭園散策とお抹茶の会を実施。会員が講師を務め
るきくざくら学習会を4回、会員による研究発表会を1回実施した。
② 伝える活動 百万石まちなかめぐり さくら・もみじ、高砂大学校大学院講座、金沢城・
兼六園 四季の花巡りツアー 春の花、こどもふるさと博士講座、親子体験ツアー兼六園の
「石の物語」、城と庭の探究講座「金沢城大学」に講師・ガイドを派遣した。
③ 広報活動 会報「城と庭の研究会便り」を年６回、偶数月に発行。令和6年8月に第200
号発行を予定している。研究発表文集「きくざくら」令和6年5月11日に第33号を発行し
た。
④ グループ活動 兼六園をもっと知る会、お城研究サークル、各期の会 32期、33期、34
期

HP,SNSのURL
担当者連絡先

役職名 総務担当幹事
氏名（フリガナ） 三宅尚彦 (ミヤケナオヒコ）
住所
電話番号
FAX番号
メールアドレス
携帯電話番号

※団体連携部門の場合、当該「【３】申請者」は連携先団体の分も必要であるため、 シートをコピーし、シート名を「団体連携先」として

記載願います。その場合、記載が必要な部分は「【３】申請者」部分のみです。



【４】企画内容について
提案事業・テーマ （３）人づくり
企画のタイトル 特別名勝 兼六園「子どもガイドブック」の改訂版・電子版の作成と市内小中学校等へ贈呈

事業効果 ※特に事業の対象者が具体的にどうなるかを以下に記入してください。

現状の地域課題

「未来を拓く世界の共創文化都市」を目指す金沢市において、すべての子どもの可能性を引
き出し生きる力を育む教育の実践（金沢市新たなまちづくり指針より）の具体化が急務と
なっている。

事業の実施により期
待される効果

当研究会は、小中学生を主な対象とした 特別名勝 兼六園 「子どもガイドブック」～兼六
園なんでも博士になろう～ を平成30年2月に発行し、金沢市内の小学校55校に545冊、中学
校24校に170冊、市内図書館に150冊寄贈した。今回、子どもたちがもっと「兼六園なんで
も博士」になれるよう改訂版及び電子版（「令和6年度版」）の発行を企画した。これによ
り子どもたちが兼六園をもっと知り、もっと好きになってほしい、これが私たちの思いであ
る。
わが町の財産である兼六園の魅力を子どもたちにもっと知ってもらい、その素晴らしさを全
ての子どもたちに伝えていく。さらに今回の事業では障害のある子どもたちへ伝えていく方
法も考えていきたい。そして将来的には「金沢城の子どもガイドブック」につなげていきた
い。

事業の概要

具体的な実施内容
※「誰が」「何を」「いつ」

「どのくらい」「どこで」「ど
のように」実施するのかを具体

的に記入してください。

① 令和6年6月 正副会長をはじめ役員を中心に、10名程度の「改訂版」編集委員会を立ち
上げる。
② 同年6月～８月 編集委員会で「平成30年版」の読合せ、内容の検討を行う。
③ 同年7月～10月「改訂版」の原稿作成、写真の撮影・収集を行う。
④ 同年9月～12月「改訂版」原稿の読合せ、掲載する写真の検討を行い、原稿編集作業を
完了させる。
⑤ 令和6年12月～令和7年1月 石川県金沢城・兼六園管理事務所に「改訂版」の内容の確
認を依頼する。併せて印刷業者に「改訂版」の見積もりを依頼する。
⑥ 令和7年1月～2月「改訂版」を最終確認の上、印刷業者に発注する。
⑦ 同年2月～3月「改訂版」が完成、当会に引き渡される。令和6年度内に金沢市内の小中
学校・特別支援学校等へ配布・贈呈する。
（＊編集委員会は毎月定例の役員会終了後、1時間から2時間程度、金沢城内旧第六旅団司令
部会議室にて開催することを基本とする。）

企画内容にかかる注意事項
※単発的なイベントで終わるものではなく、通年的な活動や今後に繋がる継続性を考慮した事業を提案してください。

※実施方法（予定日時・予定場所・実施形態・予定講師・参加見込数）など出来るだけ具体的に記載ください。

別途資料を添付する場合は、A4サイズでお願いします。

※既存の事業で応募する場合、工夫や改善した点を明確にしてください。

全国で



【５】事業収支予算書
委託費 300,000 円

収入の部 （単位： 円）

科目 金額 内訳など

委託料 300,000 金沢市より

自己資金 326,000 当会活動費より

計【A】 626000

支出の部 （単位： 円）

科目 金額 内訳など

印刷製本費 616,000 「令6版」616円×1,000冊 作成

（ 金沢市内の小学校54校、中学校25校、

特別支援学校7校に各5冊ずつ贈呈 計430冊）

金沢市内図書館 5館25冊、石川県内図書館39館

78冊、管理事務所10冊、会員112冊 総計655冊

通信運搬費 10,000 郵送料5,000円、ガソリン代5,000円

計【B】 626000

【A】収入合計と【B】支出合計は一致（同額）させてください。



※H30制作 ガイドブック（全56ｐ）抜粋




































